
経　理　・　経　営　内　容

貸借対照表	 （単位：千円）

科　　目 金　　　額
（資産の部） 令和５年度 令和６年度

現 金 137,260 159,371
預 け 金 4,759,551 3,135,976
買 入 手 形 － －
コ ー ル ロ ー ン － －
買 現 先 勘 定 － －
債券貸借取引支払保証金 － －
買 入 金 銭 債 権 － －
金 銭 の 信 託 － －
商 品 有 価 証 券 － －

商 品 国 債 － －
商 品 地 方 債 － －
商 品 政 府 保 証 債 － －
その他の商品有価証券 － －

有 価 証 券 1,162,897 1,546,579
国 債 323,861 723,014
地 方 債 258,533 258,910
短 期 社 債 － －
社 債 556,052 540,204
株 式 24,450 24,450
そ の 他 の 証 券 － －

貸 出 金 6,346,506 6,412,987
割 引 手 形 － －
手 形 貸 付 161,200 89,600
証 書 貸 付 5,921,862 6,019,690
当 座 貸 越 263,444 303,696

外 国 為 替 － －
外 国 他 店 預 け － －
外 国 他 店 貸 － －
買 入 外 国 為 替 － －
取 立 外 国 為 替 － －

そ の 他 資 産 94,732 92,127
未 決 済 為 替 貸 1,161 1,246
全 信 組 連 出 資 金 44,100 44,100
前 払 費 用 1,786 2,436
未 収 収 益 15,730 16,651
先物取引差入証拠金 － －
先 物 取 引 差 金 勘 定 － －
保 管 有 価 証 券 等 － －
金 融 派 生 商 品 － －
金融商品等差入担保金 － －
リ ー ス 投 資 資 産 － －
そ の 他 の 資 産 31,953 27,692

有 形 固 定 資 産 189,581 174,449
建 物 105,952 100,850
土 地 73,801 65,863
リ ー ス 資 産 － －
建 設 仮 勘 定 － －
その他の有形固定資産 9,827 7,736

無 形 固 定 資 産 2,869 2,529
ソ フ ト ウ ェ ア 1,538 1,198
の れ ん － －
リ ー ス 資 産 － －
その他の無形固定資産 1,331 1,331

前 払 年 金 費 用 － －
繰 延 税 金 資 産 － －
再評価に係る繰延税金資産 － －
債 務 保 証 見 返 3,530 3,159
貸 倒 引 当 金 △	32,123 △	28,366
（うち個別貸倒引当金） △ 23,900 △ 21,960

資 産 の 部 合 計 12,664,806 11,498,814

科　　目 金　　　額
（負債の部） 令和５年度 令和６年度

預 金 積 金 8,390,788 8,222,441
当 座 預 金 18,642 15,118
普 通 預 金 3,507,978 3,448,995
貯 蓄 預 金 4,774 3,774
通 知 預 金 － －
定 期 預 金 4,610,246 4,518,233
定 期 積 金 248,774 224,186
そ の 他 の 預 金 371 12,133

譲 渡 性 預 金 － －
借 用 金 3,858,240 2,847,200

借 入 金 － －
当 座 借 越 3,858,240 2,847,200
再 割 引 手 形 － －

売 渡 手 形 － －
コ ー ル マ ネ ー － －
売 現 先 勘 定 － －
債券貸借取引受入担保金 － －
コマーシャル・ペーパー － －
外 国 為 替 － －

外 国 他 店 預 り － －
外 国 他 店 借 － －
売 渡 外 国 為 替 － －
未 払 外 国 為 替 － －

そ の 他 負 債 13,492 13,329
未 決 済 為 替 借 1,169 1,070
未 払 費 用 4,021 4,106
給 付 補 塡 備 金 156 167
未 払 法 人 税 等 601 595
前 受 収 益 2,920 2,935
払 戻 未 済 金 2,829 2,740
職 員 預 り 金 － －
先物取引受入証拠金 － －
先 物 取 引 差 金 勘 定 － －
借 入 商 品 債 券 － －
借 入 有 価 証 券 － －
売 付 商 品 債 券 － －
売 付 債 券 － －
金 融 派 生 商 品 － －
金融商品等受入担保金 － －
リ ー ス 債 務 － －
資 産 除 去 債 務 － －
そ の 他 の 負 債 1,794 1,714

賞 与 引 当 金 1,100 1,700
役 員 賞 与 引 当 金 － －
退 職 給 付 引 当 金 17,848 19,212
役員退職慰労引当金 － －
特 別 法 上 の 引 当 金 － －

金融商品取引責任準備金 － －
繰 延 税 金 負 債 － －
再評価に係る繰延税金負債 － －
債 務 保 証 3,530 3,159
負 債 の 部 合 計 12,285,000 11,107,043
（純資産の部）

出 資 金 232,604 233,784
普 通 出 資 金 132,604 133,784
優 先 出 資 金 100,000 100,000
そ の 他 の 出 資 金 － －

優先出資申込証拠金 － －
資 本 剰 余 金 100,000 100,000

資 本 準 備 金 100,000 100,000
そ の 他 資 本 剰 余 金 － －

利 益 剰 余 金 47,201 57,987
利 益 準 備 金 15,361 16,961
そ の 他 利 益 剰 余 金 31,839 41,026

特 別 積 立 金 － －
（うち特別積立金） － －
当期未処分剰余金

（又は当期未処理損失金） 31,839 41,026
自 己 優 先 出 資 － －
自己優先出資申込証拠金 － －
組 合 員 勘 定 合 計 379,805 391,771
その他有価証券評価差額金 － －
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 － －
土 地 再 評 価 差 額 金 － －
評価・換算差額等合計 － －
純 資 産 の 部 合 計 379,805 391,771
負債及び純資産の部合計 12,664,806 11,498,814
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　経理・経営内容　

貸借対照表の注記事項
１．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。なお、以
下の注記については、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
２．有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法に
よる償却原価法（定額法）、子会社・子法人等株式及び関連法人等株
式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち時価
のあるものについては事業年度末の市場価格等に基づく時価法（売
却原価は主として移動平均法により算定）、市場価格のない株式等に
ついては移動平均法による原価法又は償却原価法により行っており
ます。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直
入法により処理しております。
３．有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却は、定率法（ただ
し、平成10年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く）並
びに平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物につ
いては定額法）を採用しております。また、主な耐用年数は次のと
おりであります。
　　建　　物　　10年～50年　　　その他　　２年～20年
４．貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとお
り計上しております。
　　日本公認会計士協会�銀行等監査特別委員会報告第４号「銀行等金
融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関
する実務指針」（令和４年４月14日）に規定する正常先債権及び要注
意先債権に相当する債権については、主として今後１年間の予想損
失額又は今後３年間の予想損失額を見込んで計上しており、予想損
失額は、１年間又は３年間の貸倒実績又は倒産実績を基礎とした貸
倒実績率又は倒産確率の過去の一定期間における平均値に基づき損
失率を求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しており
ます。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保
の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残
額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する
債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証によ
る回収可能見込額を控除した残額を計上しております。
　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署の
協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しております。
５．賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に
対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上し
ております。
６．退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度
末における退職給付債務に基づき、必要額を計上しております。
７．当組合は、複数事業主（信用組合等）により設立された企業年金
制度（総合設立型企業年金基金）に加入しており、当組合の拠出に
対応する年金資産の額を合理的に計算することができないため、当
該企業年金制度への拠出額を退職給付費用として処理しております。
　　なお、当該企業年金制度全体の直近の積立状況及び制度全体の拠
出等に占める当組合の割合並びにこれらに関する補足説明は次のと
おりであります。
　⑴　制度全体の積立状況に関する事項（令和６年３月31日現在）
　　　　年金資産の額� 249,416百万円
　　　　年金財政計算上の数理債務の額� 211,033百万円
　　　　差引額� 38,382百万円
　⑵　制度全体に占める当組合の掛金拠出割合
　　　　（自令和５年４月１日　至令和６年３月31日）　0．072％
　⑶　補足説明
　　上記⑴の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務
残高9,895百万円（財政上の剰余金48,278百万円）であります。本
制度における過去勤務債務の償却方法は期間８年の元利均等償却
であり、当組合は、当期の計算書類上、当該償却に充てられる特
別掛金０百万円を費用処理しております。
　　なお、上記⑵の割合は当組合の実際の負担割合とは一致してお
りません。

８．睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、
預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生
する損失を見積もり必要と認める額を計上しております。
９．偶発損失引当金は、信用保証協会の責任共有制度による負担金の
将来における支出に備えるため、将来の負担金支出見込額を計上し
ております。
10．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって行ってお
ります。
11．理事及び監事との間の取引による理事及び監事に対する金銭債権
総額　　10百万円
12．有形固定資産の減価償却累計額　　317百万円
13．協同組合による金融事業に関する法律及び金融機能の再生のため
の緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。な
お、債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還
及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、
当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）に
よるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息
及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるもの並びに注
記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使
用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。

　　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権額　　９百万円
　　　危険債権額　　　　　　　　　　　　　　　34百万円
　　　三月以上延滞債権額　　　　　　　　　　　０百万円
　　　貸出条件緩和債権額　　　　　　　　　　　０百万円
　　　合計額　　　　　　　　　　　　　　　　　44百万円
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生
手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。
　　危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財
政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれ
らに準ずる債権に該当しないものであります。
　　三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日
から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準ず
る債権並びに危険債権に該当しないものであります。
　　貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを
目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権
放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生
債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に
該当しないものであります。
　　なお、債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
14．貸借対照表に計上した有形固定資産のほか、電子計算機等及び営
業用車両についてリース契約により使用しています。
15．担保に提供している資産は、次のとおりであります。
　　　担保提供している資産　　預け金　　　1,800百万円
　　　　　　　　　　　　　　　有価証券　　1,343百万円
　　　担保資産に対応する債務　　　　　　　2,800百万円
　　上記のほか、為替決済等保証金として定期預け金230百万円を担保
提供しております。
16．出資１口当りの純資産額　　　　　　　　1,424円62銭
17．金融商品に関する事項
　⑴　金融商品に対する取組方針
　　当組合は、預金業務、融資業務、及び市場運用業務などの金融
業務を行っております。
　　このため、金利変動による不利な影響が生じないように、資産
及び負債の総合的管理（ＡＬＭ）をしております。

　⑵　金融商品の内容及びそのリスク
　　当組合が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に
対する貸出金です。また、有価証券は、主に債券、投資信託及び
株式であり、満期保有目的、純投資目的及び事業推進目的で保有
しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び金利
の変動リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。一方、
金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒
されております。

　⑶　金融商品に係るリスク管理体制
　　①　信用リスクの管理
　　当組合は、ローン事業管理規程及び信用リスクに関する管理
諸規程に従い、貸出金について、個別案件ごとの与信審査、与
信限度額、信用情報管理、保証や担保の設定、問題債権への対
応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。
　　これらの与信管理は、各営業店のほか本部担当部署により行
われ、また、定期的に経営陣による常勤理事会や理事会を開催
し、審議・報告を行っております。
　　さらに、与信管理の状況については、業務グループがチェッ
クしております。

　　②　市場リスクの管理
　　　ⅰ　金利リスクの管理

　　当組合は、ＮＢＡシステムによって金利の変動リスクを管
理しております。
　　市場リスク管理規程等により管理方法や手続等の詳細を明
記しており、常勤理事会で決定されたリスク管理の方針に基
づき、実施状況の把握・確認、今後の対応等の協議を行って
います。また、定期的に理事会を開催し、審議・報告を行っ
ております。

　　　ⅱ　為替リスクの管理
　　当組合は、為替の変動リスクに関して、個別の案件ごとに
管理しております。

　　　ⅲ　価格変動リスクの管理
　　有価証券を含む市場運用商品の保有については、常勤理事
会の方針に基づき、理事会の監督の下、市場リスク管理規程
に従い行われております。
　　このうち、常勤理事会では、事前審査、投資限度額の設定
のほか、担当部署によるＮＢＡシステム等によって継続的な
モニタリングを行い、価格変動リスクの軽減を図っており、
これらの情報は定期的に理事会を開催し、審議・報告を行っ
ております。

　　　ⅳ　市場リスクに係る定量的情報
　　当組合において、市場リスクの影響を受ける主たる金融商
品は、「預け金」、「有価証券」のうち債券、「貸出金」、「預金
積金」、「借用金」であります。
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　経理・経営内容　

　　当組合では、これらの金融資産及び金融負債について、『協
同組合による金融事業に関する法律施行規則第六十九条第一
項第五号ニ等の規定に基づき、自己資本の充実の状況等につ
いて金融庁長官が別に定める事項（平成十九年金融庁告示第
十七号）』において通貨ごとに規定された金利ショックを用い
た時価の変動額を市場リスク量とし、金利の変動リスクの管
理にあたっての定量的分析に利用しております。

　　当該変動額の算定にあたっては、対象の金融資産及び金融
負債をそれぞれの金利期日に応じて適切な期間に残高を分解
し、期間ごとの金利変動幅を用いております。

　　なお、金利以外の全てのリスク変数が一定であると仮定し、
当事業年度末において、上方パラレルシフト（指標金利の上
昇をいい、日本円金利の場合1．00％上昇等、通貨ごとに上昇
幅が異なる）が生じた場合、時価は141百万円減少するものと
把握しております。

　　ただし、当該リスク量は金利以外のリスク変数が一定の場
合を想定しているため、金利以外のリスク変数が変化した場
合のリスク量は補足できません。イールドカーブの影響を大
きく受ける商品の場合不正確になる可能性があります。

　　③　資金調達に係る流動性リスクの管理
　　当組合は、ALMを通して、適時に資金管理を行うほか、資金
調達手段の多様化、市場環境を考慮した長短の調達バランスの
調整などによって、流動性リスクを管理しております。

　⑷　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格
がない場合には合理的に算定された価額が含まれております。当
該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、
異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。
　　なお、金融商品のうち貸出金、預金積金については、簡便な計
算により算出した時価に代わる金額を開示しております。

18．金融商品の時価等に関する事項
　　令和７年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの
差額は、次のとおりであります（時価等の評価技法（算定方法）に
ついては（注１）参照）。なお、市場価格のない株式等及び組合出資
金は、次表には含めておりません（（注２）参照）。
　　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

（単位：百万円）
貸借対照表計上額 時価 差額

⑴　預け金（*1）

⑵　有価証券
　　　満期保有目的の債券
　　　その他有価証券
⑶　貸出金（*1）

　　　貸倒引当金（*2）

３,１３５
１,５４６

　　１,５２２
２４

６,４１２
▲２８
６,３８４

３,１２３

　１,４８９
２４

６,５８５

▲１２

▲３３
０

　２０１
金融資産計 １１,０６５ １１,２２１ 　　１５６

⑴　預金積金（*1）

⑵　借用金（*1）
８,２２２
２,８４７

８,１７４
２,８４７

▲48
－

金融負債計 １１,０６９ １１,０２１ ▲48
（*１）�預け金、貸出金、預金積金、借用金の「時価」には、「簡便な

計算により算出した時価に代わる金額」が含まれております。
　（*２）�貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除

しております。
���（注1）金融商品の時価等の評価技法（算定方法）
金融資産
　⑴　預け金
　　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似している
ことから、当該帳簿価額を時価としております。満期のある預け
金については、市場金利で割り引くことで現在価値を算定し、当
該現在価値を時価とみなしております。

　⑵　有価証券
　　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関か
ら提示された価格によっております。
　　なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記事項について
は19．に記載しております。

　⑶　貸出金
　　貸出金は、以下①～③の合計額から、貸出金に対応する一般貸
倒引当金及び個別貸倒引当金を控除する方法により算定し、その
算出結果を簡便な方法により算出した時価に代わる金額として記
載しております。
　①�　破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キ
ャッシュ・フローの見積りが困難な債権については、それぞれ
の帳簿価額の合計額から貸出金に対応する個別貸倒引当金を控
除した価額

　　②�　①以外のうち、変動金利によるものは貸借対照表の貸出金勘
定に計上している額（貸倒引当金控除前の額）

　　③�　①以外のうち、固定金利によるものは貸出金の種類及び期間
に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行っ
た場合に想定される利率で割り引いた価額

金融負債
　⑴　預金積金
　　要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳
簿簿価）を時価とみなしております。定期預金の時価は、一定の
金額帯及び期間帯ごとに将来キャッシュ・フローを作成し、元利
金の合計額を一種類の無リスク利子率（または市場金利）で割り
引いた価額を時価とみなしております。

　⑵　借用金
　　　借用金については、帳簿価額を時価としております。
　（注2）�市場価格のない株式等は次のとおりであり、金融商品の時価

情報には含まれておりません。
（単位：百万円）

区　　　分 貸借対照表計上額
非上場株式（*1） ２４
組合出資金（*2） ４４

合　　　計 ６８
（*1）�非上場株式については、企業会計基準適用指針第19号「金融商

品の時価等の開示に関する適用指針」（令和２年３月31日）第５
項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。

　（*2）�組合出資金（全信組連出資金等）については、企業会計基準適
用指針第31号「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（令和
３年６月17日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしてお
りません。

19．有価証券の時価、評価差額等に関する事項は次のとおりであります。
　⑴　売買目的有価証券に区分した有価証券はありません。
　⑵　満期保有目的の債券

　【時価が貸借対照表計上額を超えるもの】
� � 貸借対照表計上額� 時　　価� 差　　額
　国　　債� －百万円� －百万円� －百万円
　地 方 債 � －百万円� －百万円� －百万円
　社　　債� －百万円� －百万円� －百万円
　そ の 他 � －百万円� －百万円� －百万円
　小　　計� －百万円� －百万円� －百万円

　【時価が貸借対照表計上額を超えないもの】
� � 貸借対照表計上額� 時　　価� 差　　額
　国　　債� 723百万円� 716百万円� ▲６百万円
　地 方 債 � 258百万円� 254百万円� ▲４百万円
　社　　債� 540百万円� 518百万円� ▲21百万円
　そ の 他 � －百万円� －百万円� －百万円
　小　　計� 1,522百万円� 1,489百万円� ▲32百万円
　合　　計� 1,522百万円� 1,489百万円� ▲32百万円
　注　時価は当事業年度末における市場価格等に基づいております。
　⑶�　子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるものは
ありません。

　⑷　その他有価証券
　【貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの】
� � 貸借対照表計上額� 取得原価� 差　　額
　株　　式� －百万円� －百万円� －百万円
　債　　券� －百万円� －百万円� －百万円
　　国　債� －百万円� －百万円� －百万円
　　社　債� －百万円� －百万円� －百万円
　そ の 他 � －百万円� －百万円� －百万円
　小　　計� －百万円� －百万円� －百万円

　【貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの】
� � 貸借対照表計上額� 取得原価� 差　　額
　株　　式� 24百万円� 24百万円� －百万円
　債　　券� －百万円� －百万円� －百万円
　　国　債� －百万円� －百万円� －百万円
　　地方債� －百万円� －百万円� －百万円
　そ の 他 � －百万円� －百万円� －百万円
　小　　計� ２４百万円� ２４百万円� －百万円
　合　　計� ２４百万円� ２４百万円� －百万円
　注�　貸借対照表計上額は、当事業年度末における市場価格等に基づ
く時価により計上したものであります。

20．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券はありません。
21．当期中に売却したその他有価証券はありません。
22．当事業年度中に保有目的を変更した有価証券はありません。
23．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の
期間毎の償還予定額は次のとおりであります。

� � １年以内� 1年超5年以内� 5年超10年以内� 10年超
　債　　券� 405百万円� 937百万円� －百万円� 179百万円
　　国　債� 405百万円� 317百万円� －百万円� －百万円
　　地方債� �－百万円� 258百万円� －百万円� －百万円
　　社　債� �－百万円� 361百万円� －百万円� 179百万円
　そ の 他 � �－百万円� －百万円� －百万円� －百万円
　合　　計� 405百万円� 937百万円� －百万円� 179百万円
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損益計算書	 （単位：千円）

科　　目 令和５年度 令和６年度
経 常 収 益 180,665 186,935

資 金 運 用 収 益 168,994 171,225
貸 出 金 利 息 154,966 154,974
預 け 金 利 息 6,322 7,929
買 入 手 形 利 息 － －
コールローン利息 － －
買 現 先 利 息 － －
債券貸借取引受入利息 － －
有価証券利息配当金 4,525 6,200
金利スワップ受入利息 － －
その他の受入利息 3,180 2,120

役 務 取 引 等 収 益 7,965 6,722
受 入 為 替 手 数 料 1,680 1,763
その他の役務収益 6,285 4,959

そ の 他 業 務 収 益 3,164 4,515
外 国 為 替 売 買 益 － －
商品有価証券売買益 － －
国債等債券売却益 － －
国債等債券償還益 － －
金融派生商品収益 － －
その他の業務収益 3,164 4,515

そ の 他 経 常 収 益 540 4,472
貸倒引当金戻入益 － 3,757
償 却 債 権 取 立 益 540 530
株 式 等 売 却 益 － －
金銭の信託運用益 － －
その他の経常収益 ０ 185

経 常 費 用 162,956 163,533
資 金 調 達 費 用 4,697 5,741

預 金 利 息 1,299 3,330
給付補塡備金繰入額 71 70
譲 渡 性 預 金 利 息 － －
借 用 金 利 息 ８ －
売 渡 手 形 利 息 － －
コールマネー利息 － －
売 現 先 利 息 － －
債券貸借取引支払利息 － －
コマーシャル・ペーパー利息 － －
金利スワップ支払利息 － －
その他の支払利息 3,317 2,340

役 務 取 引 等 費 用 35,725 37,645
支 払 為 替 手 数 料 1,235 1,319
その他の役務費用 34,490 36,326

そ の 他 業 務 費 用 13 6
外 国 為 替 売 買 損 － －
商品有価証券売買損 － －
国債等債券売却損 － －
国債等債券償還損 － －
国 債 等 債 券 償 却 － －
金融派生商品費用 － －
その他の業務費用 13 6

経 費 118,266 120,127
人 件 費 66,163 64,251
物 件 費 44,421 48,850
税 金 7,681 7,024

そ の 他 経 常 費 用 4,253 12
貸倒引当金繰入額 4,024 －
貸 出 金 償 却 － －
株 式 等 売 却 損 － －
株 式 等 償 却 － －
金銭の信託運用損 － －
そ の 他 資 産 償 却 － －
その他の経常費用 228 12

経常利益（又は経常損失） 17,709 23,402

科　　目 令和５年度 令和６年度
特 別 利 益 － －

固 定 資 産 処 分 益 － －
負 の の れ ん 発 生 益 － －
金融商品取引責任準備金取崩額 － －
そ の 他 の 特 別 利 益 － －

特 別 損 失 1,040 10,220
固 定 資 産 処 分 損 300 216
減 損 損 失 － 9,729
金融商品取引責任準備金繰入額 － －
そ の 他 の 特 別 損 失 740 274

税引前当期純利益（又は税引前当期純損失） 16,668 13,181
法人税、住民税及び事業税 888 888
法 人 税 等 調 整 額 － －
法 人 税 等 合 計 888 888
当期純利益（又は当期純損失） 15,779 12,293
繰越金（当期首残高） 16,060 28,732
目 的 積 立 金 取 崩 額 － －
当期未処分剰余金（又は当期未処理損失金） 31,839 41,026

損益計算書の注記事項
１．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。なお、以
下の注記については、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
２．出資１口当りの当期純利益　　　82円81銭
３．当期において固定資産の減損損失を次のとおり計上しました。
	 （単位：百万円）

用途 場所 種類 減損損失計上金額
遊休資産
（旧串間相談所） 宮崎県串間市 土地 ７

建物 １
　　当組合では、本店および本店の営業施策上設置している相談所を
一つのグループとしております。
　　なお、事業の用に供しておらず、今後の使用予定もない遊休資産
については個々の店舗・相談所単位で別途グルーピングしておりま
す。
　　当事業年度において、串間相談所を閉鎖したことから、同相談所
の土地建物について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少
額を減損損失として計上しています。
　　回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、固定資産税
評価額等に合理的な調整を行って算出しております。

　経理・経営内容　

飫肥杉ミステリーサークル
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剰余金処分計算書	 （単位：千円）

科　　目 令和５年度 令和６年度
当 期 未 処 分 剰 余 金 31,839 41,026
積 立 金 取 崩 額 0 0
剰 余 金 処 分 額 3,107 2,813

利 益 準 備 金 1,600 1,300
普通出資に対する配当金 327 333

（年0.25％の割合）（年0.25％の割合）
優先出資に対する配当金 1,180 1,180

（年0.59％の割合）（年0.59％の割合）
事業の利用分量に対する配当金 － －

（　円につき　円の割合） （　円につき　円の割合）
特 別 積 立 金 － －
う ち 目 的 積 立 金 － －

繰越金（当期末残高） 28,732 38,213

粗利益	 	 （単位：千円）

科　　目 令和５年度 令和６年度
資 金 運 用 収 益 168,994 171,225
資 金 調 達 費 用 4,697 5,741

資 金 運 用 収 支 164,296 165,484
役 務 取 引 等 収 益 7,965 6,722
役 務 取 引 等 費 用 35,725 37,645

役 務 取 引 等 収 支 △ 27,759 △ 30,922
そ の 他 業 務 収 益 3,164 4,515
そ の 他 業 務 費 用 13 6

そ の 他 業 務 収 支 3,151 4,508
業 務 粗 利 益 139,687 139,070
業 務 粗 利 益 率 1.13% 1.16%
業 務 純 益 18,777 18,942
実 質 業 務 純 益 21,421 18,942
コ ア 業 務 純 益 21,421 18,942
注１．業務粗利益率＝業務粗利益／資金運用勘定計平均残高×100
　２．業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
　３．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
　４．コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

経費の内訳	 	 	 （単位：千円）

項　　目 令和５年度 令和６年度
人 件 費 66,163 64,251

報 酬 給 料 手 当 53,422 50,816
退 職 給 付 費 用 5,303 4,735
そ の 他 7,437 8,700

物 件 費 44,421 48,850
事 務 費 25,153 28,793
固 定 資 産 費 8,737 7,925
事 業 費 2,741 2,579
人 事 厚 生 費 700 460
有形固定資産償却 5,660 7,556
無形固定資産償却 161 340
そ の 他 1,266 1,196

税 金 7,681 7,024
経 費 合 計 118,266 120,127

役務取引の状況	 （単位：千円）

項　　目 令和５年度 令和６年度
役 務 取 引 等 収 益 7,965 6,722

受 入 為 替 手 数 料 1,680 1,763
その他の受入手数料 6,276 4,954
その他の役務取引等収益 9 5

役 務 取 引 等 費 用 35,725 37,645
支 払 為 替 手 数 料 1,235 1,319
その他の支払手数料 20,049 19,430
その他の役務取引等費用 14,441 16,895

受取利息及び支払利息の増減	 （単位：千円）

項　　目 令和５年度 令和６年度
受 取 利 息 の 増 減 2,056 2,231
支 払 利 息 の 増 減 △ 130 1,043

業務純益	 （単位：千円）

項　　目 令和５年度 令和６年度
業 務 純 益 18,777 18,942

主要な経営指標の推移	 （単位：千円）

区　　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
経 常 収 益 184,994 179,759 180,299 180,665 186,935
経 常 利 益 △ 1,609 12,237 12,568 17,709 23,402
当 期 純 利 益 △ 2,496 11,044 10,210 15,779 12,293
預 金 積 金 残 高 9,821,139 8,969,042 8,507,710 8,390,788 8,222,441
貸 出 金 残 高 5,820,144 6,107,573 6,174,126 6,346,506 6,412,987
有 価 証 券 残 高 134,879 134,736 496,297 1,162,897 1,546,579
総 資 産 額 12,980,225 13,924,173 12,774,083 12,664,806 11,498,814
純 資 産 額 334,623 351,989 363,820 379,805 391,771
自 己 資 本 比 率（単 体） 5.95　％ 6.04　％ 6.37　％ 6.37　％ 7.12　％
出 資 総 額 221,462 227,783 230,897 232,604 233,784
出 資 総 口 数 141,462　口 147,783　口 150,897 　口 152,604　口 153,784　口
出 資 に 対 す る 配 当 金 － 1,492 1,501 1,507 1,513 
職 員 数 17　人 15　人 15　人 14　人 13　人
注１．残高計数は期末日現在のものです。
　２．「自己資本比率（単体）」は、平成18年金融庁告示第22号により算出しております。
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自己資本の充実の状況	 （単位：千円、％）

項　　目 令和５年度 令和６年度
コア資本に係る基礎項目 ⑴
普通出資又は非累積的永久優先出資に係る組合員勘定又は会員勘定の額 378,298 390,258

うち、出資金及び資本剰余金の額 332,604 333,784
うち、利益剰余金の額 47,201 57,987
うち、外部流出予定額（△） 1,507 1,513
うち、上記以外に該当するものの額 ― ―

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額 8,223 6,405
うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 8,223 6,405
うち、適格引当金コア資本算入額 ― ―

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額
公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手段の額のうち、コ
ア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 ― ―

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の四十五パーセントに相当する額のうち、コ
ア資本に係る基礎項目の額に含まれる額
コア資本に係る基礎項目の額 イ 386,521 396,664
コア資本に係る調整項目 ⑵
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 1,331 1,331

うち、のれんに係るものの額 ― ―
うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額 1,331 1,331

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 ― ―
適格引当金不足額 ― ―
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 ― ―
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額 ― ―
前払年金費用の額 ― ―
自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 ― ―
意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額 ― ―
少数出資金融機関等の対象普通出資等の額 ― ―
信用協同組合連合会の対象普通出資等の額 ― ―
特定項目に係る十パーセント基準超過額 ― ―

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額 ― ―
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 ― ―
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 ― ―

特定項目に係る十五パーセント基準超過額 ― ―
うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額 ― ―
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 ― ―
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 ― ―

コア資本に係る調整項目の額 ロ 1,331 1,331
自己資本
自己資本の額 （イ－ロ）ハ 385,190 395,333
リスク・アセット等 ⑶
信用リスク・アセットの額の合計額 5,774,567 5,243,700

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額 ― ―
うち、他の金融機関等向けエクスポージャー ― ―
うち、上記以外に該当するものの額

マーケット・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額 ―
勘定間の振替分 ―
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額 269,266 307,344
信用リスク・アセット調整額 ―
フロア調整額 ―
オペレーショナル・リスク相当額調整額 ―
リスク・アセット等の額の合計額 ニ 6,043,834 5,551,044
自己資本比率
自己資本比率 （ハ／ニ） 6.37％ 7.12％
注�　自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に関する法律第六条第一項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用協同組合及
び信用協同組合連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第22号）」に係る
算式に基づき算出しております。なお、当組合は国内基準により自己資本比率を算出しております。
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資金運用勘定、調達勘定の平均残高等	
科　　目 年　度 平均残高 利　息 利回り

資 金 運 用
勘 定

５年度 12,352百万円 168,994千円 1.36％

６年度 11,979 171,225 1.42
う ち
貸 出 金

５年度 6,214 154,966 2.49
６年度 6,327 154,974 2.44

う ち
預 け 金

５年度 5,267 6,322 0.12
６年度 4,171 7,929 0.19

う ち
有 価 証 券

５年度 825 4,525 0.54
６年度 1,436 6,200 0.43

資 金 調 達
勘 定

５年度 12,340 4,697 0.03
６年度 11,930 5,741 0.04

う ち
預 金 積 金

５年度 8,476 1,371 0.01
６年度 8,583 3,401 0.03

う ち
譲渡性預金

５年度 ― ― ―
６年度 ― ― ―

う ち
借 用 金

５年度 3,864 ― ―
６年度 3,346 ― ―

注　�資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（５年度42百万円、６年度32百
万円）を、それぞれ控除して表示しております。

先物取引の時価情報

該当事項なし

オフバランス取引の状況

該当事項なし

総資産利益率	 （単位：％）

区　　分 令和５年度 令和６年度
総 資 産 経 常 利 益 率 0.13 0.18
総 資 産 当 期 純 利 益 率 0.12 0.09
注　総資産経常（当期純）利益率＝経常（当期純）利益／総資産（債務保証
見返を除く）平均残高×100

総資金利鞘等	 （単位：％）

区　　分 令和５年度 令和６年度
資 金 運 用 利 回 ⒜ 1.36 1.42
資 金 調 達 原 価 率 ⒝ 0.99 1.05
総資金利鞘（ａ－ｂ） 0.37 0.37

有価証券の時価等情報

該当事項なし

売買目的有価証券

該当事項なし

子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの	

該当事項なし

市場価格のない株式等及び組合出資金	 （単位：百万円）

項　　目
令和５年度 令和６年度

貸借対照表計上額 貸借対照表計上額
子会社・子法人等株式 － －
関 連 法 人 等 株 式 － －
非 上 場 株 式 24 24
組 合 出 資 金 44 44
合 計 68 68

満期保有目的の債券	 （単位：百万円）

区　　分 種　　類
令和５年度 令和６年度

貸借対照表計上額 時　　価 差　　額 貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照表計上額を
超 え る も の

国 債 106 106 0 － － －
地 方 債 258 258 0 － － －
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 － － － － － －
そ の 他 － － － － － －
小 計 365 365 0 － － －

時価が貸借対照表計上額を
超 え な い も の

国 債 217 216 0 723 716 △ 6
地 方 債 － － － 258 254 △ 4
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 556 553 △2 540 518 △ 21
そ の 他 － － － － － －
小 計 773 770 △3 1,522 1,489 △ 32

合 計 1,138 1,135 △2 1,522 1,489 △	32
注１．時価は、当事業年度末における市場価格等に基づいております。
　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
　３．市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。
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その他有価証券	 （単位：百万円）

種　　類
令和５年度 令和６年度

貸借対照表計上額 取得原価 差　　額 貸借対照表計上額 取得原価 差　　額

貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取得原価を超えるもの

株 式 － － － － － －
債 券 － － － － － －

国 債 － － － － － －
地 方 債 － － － － － －
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 － － － － － －

そ の 他 － － － － － －
小 計 － － － － － －

貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取得原価を超えないもの

株 式 － － － － － －
債 券 － － － － － －

国 債 － － － － － －
地 方 債 － － － － － －
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 － － － － － －

そ の 他 － － － － － －
小 計 － － － － － －

合 計 － － － － － －
注１．貸借対照表計上額は、当事業年度末における市場価格等に基づいております。
　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
　３．市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。

運用目的の金銭の信託	 （単位：千円）

令和５年度 令和６年度
貸借対照表計上額 当事業年度の損益に含まれた評価差額 貸借対照表計上額 当事業年度の損益に含まれた評価差額

－ － － －
注　貸借対照表計上額は、当事業年度末における市場価格に基づいております。

満期保有目的の金銭の信託

該当事項なし

その他の金銭の信託

該当事項なし

その他業務収益の内訳	 （単位：千円）

項　　目 令和５年度 令和６年度
外 国 為 替 売 買 益 ― ―
商 品 有 価 証 券 売 買 益 ― ―
国 債 等 債 券 売 却 益 ― ―
国 債 等 債 券 償 還 益 ― ―
金 融 派 生 商 品 収 益 ― ―
そ の 他 の 業 務 収 益 3,164 4,515
その他業務収益合計 3,164 4,515

預貸率及び預証率の期末値及び期中平均値	 （単位：％）
区　　分 令和５年度 令和６年度

預 貸 率
（期 　 　 末） 75.63 77.99
（期 中 平 均） 73.32 73.71

預 証 率
（期 　 　 末） 13.85 18.80
（期 中 平 均） 9.74 16.73

注１．預貸率＝貸出金／預金積金＋譲渡性預金×100
　２．預証率＝有価証券／預金積金＋譲渡性預金×100　　　�
� � � � � � �

１店舗当りの預金及び貸出金残高	 （単位：千円）

区　　分 令和５年度末 令和６年度末
１店舗当りの預金残高 8,390,788 8,222,441
１店舗当りの貸出金残高 6,346,506 6,412,987
注　預金残高には譲渡性預金を含んでおります。

職員１人当りの預金及び貸出金残高	 （単位：千円）

区　　分 令和５年度末 令和６年度末
職員１人当りの預金残高 466,154 548,162
職員１人当りの貸出金残高 352,583 427,532
注　預金残高には譲渡性預金を含んでおります。
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